昭和の台湾 (1)、洋装とファッション : 近代日本のカフェ文化 (3) by 山路 勝彦 & Katsuhiko Yamaji
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触なわけで、売り手（日本）側は買い手（台湾）
側の事情を考慮しなければならなかった。この点
で、味の素の戦術は巧妙であった。図 1 a は『台












































a）出典：『台湾日日新報』、正 13年 7月 15日。
b）出典：『東亜日報』、昭和 4年 5月 22日。
a）味の素の宣伝広告（台湾）
図 1 『味の素の新聞広告』




























出典：『台湾日日新報』、昭和 6年 11月 1日。







































快事アランヤ」であった（萩原 1991 : 237）。
西欧の自転車が日本に紹介されたのは幕末、慶




















































































展示場所は「想い出博物館」（京都・嵯峨野）。チケットの原図は Kitagawa collection の「明治 団扇絵」。





















































出典：『信濃毎日新聞』（明治 39年 6月 19日 9）
図 5 絵葉書（戦前）：和装でショールを
身につけた女性と自転車






















































出典：『台湾日日新報』（昭和 8年 10月 11日）

























る、と言うことである（大月 1913 : 62）。さらに
また大阪近在でも、「嫁入の荷物の中には、何は



























































































































図 10 絵葉書（戦前）「新潟海岸はまあそび」 図 12 絵葉書（昭和期）「琉球風景 甘蔗市場」
サトウキビを前に和傘をさしているのは、日除け
か？ファッションか？それとも両方か？




























































































































































書の種類は数多い。図 21 a は「クラブあらひ粉」
の絵葉書で、明治期を表徴するデザインである。






























































b）クラブ洗粉の宣伝絵葉書（明治 42年 3月 11日の消印。明治期だが、洋風装束）




































































（『大阪朝日新聞』昭和 9年 6月 11日）。
これと全く同じ広告が『台湾日日新報』（昭和 9
年 5月 24日）に掲載されている。









































































図 23 絵葉書「新東京 銀座通」（昭和期）
この絵葉書は銀座通りを歩く、おそらく 3世代家族
の連れ添った姿であろう。







































図 24 クラブ化粧 双六
発行：昭和 9年 12月、編輯兼発行人：千早正寛、発行所：中山太陽堂出版部。
























ている（『大阪朝日新聞』、昭和 5年 1月 9日、
『大阪朝日新聞』昭和 5年 4月 2日）。
朝鮮で発行されていた『東亜日報』（昭和 9年
a）投票案内（『台湾日日新報』大正 14年 9月 11日）
b）美人人気投票当選発表（『台湾日日新報』、大正 15年 2月 10日）
図 25 クラブ化粧品美人人気投票






































聞』（昭和 9年 6月 11日）と寸分違わない広告が











































































図 26 『上海漫画』表紙（1928年 13期）
上海のモダンガールの生態がよく描写されている。
a）菊元百貨店（『台湾日日新報』、昭和 7年 12月 3日）
b）ハヤシ（林）百貨店
（『台湾日日新報』、昭和 7年 12月 6日）
図 27 台湾の百貨店の開業




































































































































『スタイル』は読本的な内容を掲載して読者の興味を誘っていたが、刊行時期は Fashion Quarterly の方が、やや
早い。最大な違いは、後者の Fashion Quarterly には読本的な要素はなく、もっぱらデザインと型取りの紹介に
特化していたことにある。




























































図 31 Fashon Quarterly の表紙（第 4号、1935年）
図 32 東京・銀座のモガを写した写真、
「後姿－銀座の女」
『台湾日日新報』、昭和 5年 7月 16日。
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いこと、豪勢なこと、田舎者は度肝を抜かれてし









































は少数であったことになる（立石鉄臣 1941 : 29-
30）。もっとも、『台湾日日新報』は不可解な報道
をしていて、昭和 13年 12月 7日の記事では「め
っきり増えた本島人の和服姿」という見出しが眼
a）龍瑛宗「南の女」の挿絵
出典：西川満編 1943 : 25。
b）濱田隼雄「湾生の女」の挿絵
出典：西川満編 1943 : 67。
図 33 『台湾絵本』の挿絵
a）b）いずれも「鉄」（立石鉄臣）の描いた版画。


















































































































































龍瑛宗 2008『龍瑛宗全集〈日本語版 第一冊 小
説集 1〉』、台南：国立台湾文学館、に収録）。
────1942「南に死す」『台湾時報』24-9、（後に、龍
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European Fashion in Colonial Taiwan:
A History of an Iconic Café in modern Japan (3)
ABSTRACT
This paper describes aspects of modernization in colonial Taiwan. While the Japa-
nese colonial government sought to promote improvement in living conditions, many
consumption goods made in Japan were kept for sale in the department stores in the
cities of Taiwan as well. Japanese cosmetics were made more popular in large cities
with subtle advertisements that appeared in newspapers. Club Cosmetics, a famous
manufacture in Osaka, adopted skillful strategies to make their styles appear European.
This was successful, and people were convinced to adopt Western modes of dressing
rather than a Chinese or Japanese one. This phenomenon was in contrast to the mode
of fashion in Tokyo, where a Japanese mode of costume (wasou in Japanese) was
common for women due to its charming design although in newspapers and magazines,
Western modes of fashion (yousou in Japanese) were most commonly portrayed.
Tainan, in the southern part of Taiwan, was the most modernized city during the
time. After a department store was constructed in Tainan in 1932 by a Japanese entre-
preneur, local inhabitants were fascinated by the illumination brought to the main
street, called the Ginza-douri (street). A woman described in her autobiography that
she was very impressed by the new style of city life. Upon becoming an adult, she de-
cided to attend a dressmaking school in Tokyo to study Western fashion. This story
tells us that the modernization of Taiwan was beginning at this time.
Key Words: fashion, medeia, Club Cosmetic Company (in Osaka), European mode of
dress, cosmetics, Colonial Taiwan, modernization
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